
「シドニー便り ２．０」 （第１０回） 

～ ダーウィン再訪 ： 空爆追悼式典、伊１２４沈没追悼式などへの参加： 

Return to Darwin ： Commemorative Service of Darwin Bombing and Submarine I-124～ 

２月２６ 日 

２月１８日から２０日まで、ダーウィンを再訪しました。昨年１１月以来の２度目の訪問です。 

２月１９日には、ダーウィン市長主催の空爆追悼式典、北部準州豪米協会主催による USS Peary

号沈没追悼式典、北部準州のファイルズ首相主催レセプションに参加し、準州関係者との個別の面

会を行いました。 

空爆追悼式典では、空爆が開始された午前９時５８分に銃砲と警報が流され、二機の戦闘機が飛

行しました。今から８１年前、１９４２年２月１９日の日本軍によるダーウィン空爆は、民間人を含む２０

０名以上の死者をもたらし、オーストラリア本土が初めて大規模な攻撃を受けた日として、この国の歴

史に深く刻まれています。 

その前日の２月１８日には、北部準州豪日協会（ＡＪＡＮＴ）の主催により、伊号１２４潜水艦戦没者

追悼式が行われました。１９４２年１月２０日、「伊１２４」はダーウィン沖で豪米連合軍の応戦を受けて

沈没し、乗員８０人全員が戦死しました。彼らの遺骨は今なお船内に残されたままです。 

昨年１１月の私の訪問時、北部準州政府遺産局から、この伊１２４の３Ｄ写真を撮影する計画であ

ることの説明を受けましたが、この撮影オペレーションの過程で、遺産局関係者は伊１２４の沈む海

底近辺の砂を採取するという特別な配慮を払ってくれました。 

そして今回、伊１２４乗組員のご遺族の一人である千葉氏が日本からダーウィンを訪問され、追悼

式でこの砂の贈呈を受けました。慰霊碑の前に一部の砂を埋め、ＡＪＡＮＴにも一部を残し、日本に持

ち帰り乗組員ご遺族に一部を渡した後、広島県呉市の海軍墓地と東京都渋谷区の東郷神社に奉納

されるとのことでした。遺骨と同じ扱いとして納められるとのことです。式典には、１月に着任したヘギ

ー行政官にもご参列を頂きました。この話は、現地のテレビや新聞でも大きく取り上げられました。 

私からは、日豪両国が先人たちのたゆまぬ努力の結果、和解を経て、交流と協力を積み重ねてき

たこと、今では日豪両国そして米国が地域・世界の平和と安定のために志を共有し絆を深めているこ

とを称えるメッセージをお伝えしました。ヘギー行政官には、２０日に個別に表敬訪問の機会を頂き、



改めて北部準州関係者による和解への取組に深い謝意を表しました。 

日本と北部準州は、ＩＮＰＥＸによるＬＮＧ大型投資をはじめ、貿易・投資分野で深いつながりを有し

ています。今後は、防衛交流・安全保障分野の協力の機会もますます増えることが期待されます。そ

のような北部準州とその州都・最大都市であるダーウィンが、日本軍の空爆開始と伊１２４沈没から８

１年を経た今日もなお、日本とオーストラリアの歴史において特別に記憶される街であることを深く実

感させる訪問となりました。 

（今回の訪問には、キャンベラの大使館から、天沼防衛駐在官に参加いただきました。） 

AJANT代表から砂を受け取る千葉氏
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